
気
に
な
っ
た
新
聞
記
事
に
つ
い
て
家
族
や
友
人
ら
と
話
し

合
い
、
考
え
た
こ
と
を
応
募
す
る
「
第
16
回
い
っ
し
ょ
に
読

も
う
！
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」（
日
本
新
聞
協
会
主
催
）
で
札

幌
市
立
円
山
小
4
年
の
袴
田
奏
衣
（
か
な
え
）
さ
ん
が
、
最

優
秀
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
袴
田
さ
ん
が
通
う
進

学
塾
「
円
山
ア
カ
デ
ミ
ー
」（
札
幌
市
中
央
区
）
か
ら
は
、

全
国
と
道
内
の
表
彰
を
合
わ
せ
小
中
学
生
5
人
が
入
賞
。
袴

田
さ
ん
と
円
山
ア
カ
デ
ミ
ー
に
新
聞
を
使
っ
て
勉
強
を
す
る

感
想
や
意
義
を
聞
い
た
。

に
か
ぎ
ら
ず
、
何
事
も
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
だ
と
考
え
て
は
い

け
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
伝
え
た
。

記
事
に
は
、
凍
ら
せ
た
ス
ポ

ー
ツ
飲
料
を
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状

に
し
、
活
動
す
る
前
に
飲
む
な

コ
ン
ク
ー
ル
は
小
中
高
生
と

高
専
生
が
対
象
で
今
回
は
全
国

で
6
万
１
４
２
８
編
、
道
内
か

ら
１
１
５
１
編
の
応
募
が
あ
っ

た
。
う
ち
小
学
生
は
全
国
で
４

６
４
３
編
、
道
内
１
８
９
編
。

個
人
で
道
内
最
高
の
成
績
を

収
め
た
袴
田
さ
ん
は
「
体
の
中

を
冷
や
し
て
熱
中
症
予
防
」（
朝

日
小
学
生
新
聞
7
月
17
日
付
）

の
記
事
を
取
り
上
げ
た
。
祖
父

が
熱
中
症
に
な
り
、
自
身
も
熱

中
症
に
な
り
か
け
て
怖
か
っ
た

経
験
を
記
事
と
結
び
つ
け
た
。

そ
し
て
「
だ
れ
で
も
熱
中
症
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
熱
中
症

ど
「
知
っ
て
い
る
熱
中
症
予
防

と
違
う
方
法
が
載
っ
て
い
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
」。
コ
ン
ク

ー
ル
に
応
募
し
た
後
は
「
お
も

し
ろ
い
」
と
感
じ
る
新
聞
に
目

を
留
め
る
よ
う
に
。
高
齢
者
が

音
楽
に
触
れ
る
と
、
物
忘
れ
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
記
事
を
「
お
年
寄
り

の
人
た
ち
が
役
立
て
て
く
れ
た

ら
」
と
願
う
。
科
学
関
係
の
記

事
を
読
み
た
い
と
話
す
。

円
山
ア
カ
デ
ミ
ー
は
夏
休
み

期
間
に
作
文
講
座
を
設
け
「
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
応
募
作

を
指
導
し
て
い
る
。
中
学
受
験

に
作
文
が
出
題
さ
れ
る
な
ど
、

大
学
入
試
を
含
め
最
近
の
受
験

は
、
表
現
す
る
能
力
が
測
ら
れ

る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
い

う
。
塾
長
の
西
田
研
太
さ
ん

（
42
）
は
「
教
科
の
勉
強
が
で

き
る
生
徒
で
も
、
常
識
を
知
ら

な
い
こ
と
も
多
い
。
日
常
の
生

活
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
新

聞
を
読
み
、
大
人
と
話
を
す
る

こ
と
は
、
教
科
の
勉
強
を
日
常

生
活
で
ど
う
活
用
す
る
か
を
考

え
る
機
会
に
な
る
」
と
コ
ン
ク

ー
ル
を
評
価
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
度
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全

道
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
会
が
1

月
17
日
、
札
幌
市
中
央
区
の
北

海
道
新
聞
社
で
開
か
れ
、
各
地

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
活
動
の
現

状
を
報
告
し
、
今
後
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ

活
動
の
あ
り
方
な
ど
を
語
り
合

っ
た
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会

の
主
催
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
協

議
会
関
係
者
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を

含
め
約
20
人
が
参
加
。
各
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
か
ら
授
業
で
の
実
践

や
昨
夏
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
の

報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。

札
幌
国
際
大
の
朝
倉
一
民
教

授
は
全
国
大
会
や
、
生
成
Ａ
Ｉ

パ
イ
ロ
ッ
ト
校
で
あ
る
鹿
児
島

県
の
小
学
校
で
行
っ
た
出
前
授

業
な
ど
を
踏
ま
え
「
新
聞
を
読

む
力
は
大
切
。
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
は
体
系
化
し
て
指
導
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
話
し

た
。
他
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
論

点
整
理
で
情
報
活
用
能
力
の
向

上
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
受
け
「
小
学
校
の
『
情
報

の
領
域
』（
仮
称
）
な
ど
で
今

の
う
ち
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
を
広

げ
て
い
か
ね
ば
、
新
聞
学
習
が

下
火
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
を

学
校
や
他
の
教
師
に
広
げ
る
最

初
の
一
歩
で
良
い
方
法
は
」
と

の
問
い
も
あ
っ
た
。
協
議
会
の

高
辻
清
敏
顧
問
は
「
個
人
研
究

で
の
振
り
返
り
な
ど
の
成
果

を
、
ぜ
ひ
学
校
で
も
広
め
て
欲

し
い
」
と
講
評
し
た
。

上
村
尚
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ

実
践
と
保
護
者
対
応
」
の
テ
ー

マ
で
話
題
提
供
を
し
た
ほ
か
、

26
年
夏
の
北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
に

は
、
日
本
新
聞
協
会
の
関
口
修

司
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
招
く

予
定
な
ど
を
報
告
し
た
。

熱
中
症
予
防
呼
び
か
け

記
事
を
ま
と
め
る
の
で
は
な

く
、
思
っ
た
こ
と
を
書
く
よ
う

に
と
指
導
を
受
け
「
３
、
４
回

書
き
直
し
ま
し
た
」
と
応
募
作

に
つ
い
て
話
す
袴
田
さ
ん

袴
田
さ
ん（
札
幌

円
山
小

）全
国
優
秀
賞

い
っ
し
ょ
に
読
も
う
新
聞
コ
ン情報活用能力 向上図ろう

札幌　アドバイザー集い研修会

オンラインを含め全道のアドバイザーが参加した研
修会
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全
道
各
地
で
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
取
り
組
む
教
員
ら
が
、
授
業
公
開

や
実
践
発
表
を
通
じ
て
学
び
合
う
２
０
２
５
年
度
の
地
区
セ

ミ
ナ
ー
（
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
な
ど
主
催
）
は
渡
島

（
函
館
市
）、
札
幌
（
札
幌
市
）
の
両
地
区
に
続
い
て
、
9
月

に
十
勝
（
帯
広
市
）、
10
月
に
日
胆
（
新
ひ
だ
か
町
）、
11
月

に
は
上
川
・
旭
川
（
旭
川
市
）
の
３
地
区
で
開
か
れ
た
。
8

月
に
は
札
幌
市
で
北
海
道
セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
、
25
年
度
は

計
6
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

「
実
社
会
と
の
か
か
わ
り
を

意
識
し
た
新
聞
教
育
～
デ
ジ
タ

ル
と
リ
ア
ル
を
つ
な
げ
る
授
業

づ
く
り
」
を
研
究
主
題
に
掲
げ

た
第
24
回
十
勝
地
区
セ
ミ
ナ
ー

は
9
月
18
日
、
帯
広
市
立
西
陵

中
学
校
で
開
か
れ
、
新
聞
記
事

を
使
っ
て
一
次
関
数
を
学
ぶ
2

年
生
数
学
科
の
授
業
が
公
開
さ

れ
た
＝
写
真
＝
。

「
米
大
リ
ー
グ
・
ド
ジ
ャ
ー

ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
今
季
、

何
本
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
か

日
高
管
内
新
ひ
だ
か
町
の
三

石
中
で
は
、
第
19
回
日
胆
地
区

セ
ミ
ナ
ー
が
10
月
17
日
に
開
か

れ
た
。
近
隣
か
ら
参
加
し
た
教

員
ら
約
20
人
が
、
新
聞
記
事
を

教
材
に
し
た
3
年
生
社
会
科

「
国
の
政
治
の
仕
組
み
」
の
授

業
を
見
学
し
て
実
践
事
例
を
学

ん
だ
＝
写
真
＝
。

日
高
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
と
北
海

道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
の
共

催
。
三
石
中
の
川
上
知
子
教
諭

は
、
衆
議
院
と
参
議
院
が
あ
る

国
会
の
仕
組
み
な
ど
を
説
明
。

続
い
て
生
徒
た
ち
は
、
自
転
車

を
走
行
中
に
携
帯
電
話
を
使
う

「
な
が
ら
運
転
」
に
反
則
金
を

課
す
改
正
道
路
交
通
法
や
２
０

２
５
年
度
予
算
成
立
と
い
っ
た

記
事
を
読
み
な
が
ら
、
自
分
た

ち
の
生
活
に
ど
う
影
響
す
る
か

な
ど
を
議
論
し
た
。

授
業
後
、
教
員
ら
は
教
育
現

場
で
の
新
聞
活
用
に
つ
い
て
意

を
予
想
し
説
明
し
よ
う
」
と
、

同
校
の
山
崎
風
也
教
諭
が
課
題

を
設
定
。
大
谷
選
手
が
２
年
連

続
で
50
号
を
放
っ
た
こ
と
を
伝

見
を
交
換
。「
要
約
し
た
も
の

で
は
な
く
、
記
事
そ
の
も
の
に

触
れ
さ
せ
る
経
験
は
大
切
」「
時

間
が
か
か
る
た
め
、
事
前
に
新

聞
を
読
み
込
ま
せ
て
も
良
い
の

で
は
」な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
（
菅

原
隆
司
会
長
）
の
冬
季
研
修
会

が
1
月
9
日
、
札
幌
市
中
央
区

の
北
海
道
新
聞
社
で
開
か
れ
、

道
内
の
教
員
や
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
約
40

人
が
学
び
を
深
め
た
。

同
会
と
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進

協
議
会
（
菊
池
安
吉
会
長
）
が

共
催
し
た
。
朝
日
新
聞
社
の
小

沢
香
北
海
道
支
社
長
が
「
語
り

つ
ぐ
戦
争
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と

題
し「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言
」

な
ど
同
社
の
活
動
を
説
明
し

た
。「ひ

と
」
欄
で
取
り
上
げ
る

女
性
の
比
率
を
増
や
し
た
こ
と

や
、
２
０
２
４
年
に
は
編
集
局

有
志
が
執
筆
者
と
な
り
、
社
内

の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ガ
イ
ド
」
を

改
定
し
た
こ
と
を
紹
介
。
北
海

道
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指

す
た
め
、
25
年
12
月
に
産
官
学

で
立
ち
上
げ
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
北
海
道
」
に
つ

い
て
も
触
れ
た
。

ま
た
、
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
戦
争
体
験
投
稿
を
ま
と
め
た

朝
日
新
聞
の
サ
イ
ト
「
声

語

り
つ
ぐ
戦
争
」
を
活
用
し
た
芽

室
西
中
の
授
業
も
紹
介
し
た
。

引
き
続
き
、
昨
年
9
月
に
札

幌
市
立
あ
い
の
里
東
中
で
本
家

陽
菜
教
諭
が
行
っ
た
授
業
「
情

報
収
集
の
達
人
に
な
ろ
う
」
の

映
像
を
視
聴
し
、
出
席
者
が
研

究
討
議
を
行
っ
た
。

後
半
で
は
本
年
度
の
実
践
指

定
校
2
校
が
報
告
を
行
っ
た
。

札
幌
市
立
緑
丘
小
の
高
橋
周
教

諭
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

道
徳
の
授
業
に
つ
い
て
発
表
。

北
広
島
市
立
西
部
中
の
野
田
朝

日
那
教
諭
は
、
生
徒
の
作
文
を

新
聞
に
投
稿
す
る
な
ど
、
日
々

の
新
聞
活
用
授
業
と
そ
の
成
果

を
話
し
た
。

第
24
回
上
川
地
区
セ
ミ
ナ
ー

は
11
月
20
日
、
北
海
道
新
聞
旭

川
支
社
を
本
部
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
か
れ
、
教
育
関
係
者
と
旭

川
市
立
大
の
教
職
課
程
の
学
生

ら
合
わ
せ
て
約
30
人
が
参
加
し

た
＝
写
真
＝
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
上
川
管
内

美
瑛
町
立
美
瑛
中
の
梶
田
貴
裕

教
諭
が
事
前
収
録
の
映
像
を
通

じ
て
、
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
に

関
す
る
1
年
生
社
会
科
地
理
的

分
野
の
授
業
を
公
開
。
同
国
に

進
出
し
た
日
本
企
業
を
紹
介
し

た
記
事
な
ど
を
使
い
な
が
ら
、

人
口
が
多
く
英
語
も
公
用
語
の

た
め
、
外
国
企
業
の
投
資
が
盛

ん
な
実
態
な
ど
を
説
明
し
た
。

富
良
野
市
立
樹
海
学
校
の
佐

藤
一
博
教
諭
は
「
義
務
教
育
学

校
3
年
目
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
」
と

題
し
、
児
童
生
徒
が
選
ん
だ
記

事
に
つ
い
て
感
想
や
意
見
を
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
朝
活
動
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
行
っ
た
研
究
討
議
で
は

参
加
者
か
ら
「
新
聞
を
身
近
に

感
じ
る
生
徒
が
少
な
く
、
関
心

を
持
た
せ
る
工
夫
が
必
要
」
な

ど
の
意
見
が
出
て
い
た
。

え
た
こ
の
日
の
新
聞
紙
面
を
見

せ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
生
徒
た

ち
は
、
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

使
っ
て
例
年
の
本
塁
打
数
や
残

り
の
試
合
数
な
ど
を
調
べ
て
グ

ラ
フ
を
作
り
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
数

の
記
録
を
予
想
し
た
。

授
業
後
に
行
わ
れ
た
研
究
協

議
で
は
、
参
加
し
た
教
員
ら
か

ら
は
「
情
報
が
多
す
ぎ
て
検
索

の
段
階
で
止
ま
り
、
グ
ラ
フ
作

成
ま
で
行
か
な
い
生
徒
が
多
か

っ
た
」「
調
べ
た
い
情
報
の
具

体
例
を
出
し
て
あ
げ
る
と
良
か

っ
た
の
で
は
」
と
い
っ
た
指
摘

が
あ
っ
た
。

ジェンダー平等
活動内容を説明
朝日・小沢支社長 道研究会で講演

大
谷
選
手
の
本
塁
打

一
次
関
数
使
い
予
想

十
勝
地
区

自
分
た
ち
の
生
活
と

政
治
の
関
わ
り
学
ぶ

日
胆
地
区

昨
秋
か
ら
３
地
区
で
セ
ミ
ナ
ー

「
語
り
つ
ぐ
戦
争
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
と
題
し
て
講
演
し
た
朝
日

新
聞
社
の
小
沢
香
北
海
道
支
社

長

イ
ン
ド
経
済
の
発
展

地
理
の
授
業
で
探
究

上
川
地
区

2026 年（令和 8年）3 月 31 日
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中
休
み
。「
今
日
の
新
聞
は

ま
だ
？
」
と
、
子
ど
も
た
ち
が

教
室
の
新
聞
コ
ー
ナ
ー
を
の
ぞ

き
込
ん
で
た
ず
ね
て
き
ま
す
。

離
島
の
礼
文
島
に
届
く
新
聞
は

本
島
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
揺
ら

れ
、
昼
前
や
正
午
過
ぎ
に
届
く

「
午
後
の
朝
刊
」。
時
化
で
欠
航

す
れ
ば
翌
日
、
翌
々
日
ま
で
お

預
け
。
そ
ん
な
物
理
的
な
制
約

さ
え
も
、
こ
こ
で
は
日
常
の
一

コ
マ
で
す
。

私
が
Ｎ
Ｉ
Ｅ
に
本
腰
を
入
れ

た
の
は
、
あ
る
危
機
感
か
ら
で

し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
個
人
的
に
は
単
発
の

「
ぶ
つ
切
り
」
の
取
り
組
み
が

目
立
ち
、
学
習
指
導
要
領
が
求

め
る
「
教
科
横
断
的
な
資
質
・

能
力
の
育
成
」
と
い
う
本
質
ま

で
届
い
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
今
の
「
オ
ー
ル

ド
メ
デ
ィ
ア
」
へ
の
偏
っ
た
解

釈
に
よ
っ
て
、
保
護
者
層
に
も

「
新
聞
を
学
習
に
取
り
入
れ
る

の
は
も
う
古
い
の
で
は
な
い
の

か
」「
果
た
し
て
学
習
効
果
は

あ
る
の
か
」
な
ど
の
懐
疑
的
な

見
方
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

「
探
究
の
ツ
ー
ル
」
と
し
て
、

い
か
に
新
聞
を
再
定
義
す
る
か

が
私
の
奮
闘
の
始
ま
り
と
な
り

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
新
聞
を
主
体

的
に
読
む
に
は
「
相
手
意
識
」

と
「
目
的
意
識
」
が
不
可
欠
で

す
。そ
こ
で「
見
て
ほ
し
い
」「
聞

い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
動
機
を

引
き
出
す
仕
組
み
を
整
え
ま
し

た
。業

務
用
チ
ャ
ッ
ト
「
Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
ｓ
（
チ
ー
ム
ズ
）」
を
使
っ

た
「
読
書
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
と
、「
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」（
書
評
合
戦
）

の
新
聞
版
「
シ
ン
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
で
す
。
こ
こ
で
は
小
規
模

校
・
複
式
学
級
の
強
み
を
生
か

し
て
異
学
年
交
流
と
し
ま
し

た
。「新

聞
に
は
い
ろ
ん
な
記
事

が
載
っ
て
い
る
」「
同
じ
日
で

も
各
紙
で
伝
え
た
い
記
事
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
違
う
」
な
ど
、
児

童
た
ち
が
気
付
い
た
記
事
の
多

面
性
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
し
、
他

学
年
の
児
童
か
ら
返
っ
て
く
る

反
応
を
も
と
に
話
し
合
う
。
あ

る
い
は
「
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
」
を

使
い
、
記
事
の
魅
力
を
動
画
を

通
じ
て
上
級
生
や
下
級
生
に
伝

え
ま
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
い
つ
で

も
何
回
で
も
見
返
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
過
程
で
感
覚
的

な
「
面
白
い
」
が
、
論
理
的
な

裏
付
け
を
持
っ
た
「
説
得
力
の

あ
る
意
見
」
へ
と
昇
華
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
読
書
力
診
断
検
査

の
結
果
で
見
え
た
「
文
法
力
」

と
「
論
理
的
考
察
力
」
の
課
題

解
決
の
た
め
、
新
聞
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。
Ａ
３

判
両
面
印
刷
で
毎
週
配
布
し
、

土
日
に
親
子
で
取
り
組
む
よ
う

呼
び
か
け
ま
し
た
。

表
面
に
は
幾
つ
か
の
記
事
を

選
ん
で
貼
り
、「
事
実
は
何
か
」

を
精
読
し
ま
す
。
裏
面
で
は
一

つ
の
記
事
に
つ
い
て
、
記
者
の

考
え
や
思
い
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

さ
せ
て
「
自
分
な
ら
こ
の
記
事

を
ど
う
考
え
る
か
。
賛
成
か
反

対
か
」な
ど
の
発
問
を
設
定
し
、

４
０
０
字
詰
め
の
マ
ス
目
に
記

述
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち
に
廊

下
の
掲
示
板
に
は
成
長
の
足
跡

が
並
び
、
懇
談
会
で
は
「
親
子

の
会
話
が
増
え
た
」「
語
彙
力

を
増
や
そ
う
と
い
う
取
り
組
み

を
家
で
始
め
た
」
と
い
う
声
が

届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家

庭
と
一
体
と
な
っ
た
「
学
び
の

サ
イ
ク
ル
」
が
回
り
始
め
た
瞬

間
で
し
た
。

「
相
手
意
識
」
を
土
台
と
し

た
活
動
の
集
大
成
が
、
9
月
の

時
事
問
題
を
扱
っ
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。「
Ｎ

ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ

ｈ
２
や
ポ
ケ
モ
ン
カ
ー
ド
転
売

問
題
」と
い
う
身
近
な
題
材
を
、

社
会
科
解
説
の
「
多
角
的
な
考

察
」
や
道
徳
科
の
「
社
会
の
き

ま
り
」
の
視
点
か
ら
話
し
合
い

ま
し
た
。
既
有
の
知
識
と
最
新

の
情
報
が
結
び
つ
き
、
生
き
た

知
恵
へ
と
変
わ
る
光
景
は
、
ま

さ
に
指
導
要
領
が
掲
げ
る
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
具
現
化
で
し
た
。

活
動
の
出
口
と
し
て
、
児
童

の
提
案
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
紙

「
日
刊
宗
谷
」
へ
の
投
書
活
動

は
、
そ
の
「
相
手
意
識
」
が
実

社
会
へ
と
広
が
っ
た
姿
で
す
。

校
内
と
い
う
枠
を
飛
び
出
し
、

地
域
と
い
う
広
大
な
海
へ
。
推

敲
を
重
ね
た
言
葉
が
活
字
に
な

っ
て
手
に
届
く
と
、
子
ど
も
た

ち
の
表
情
に
は
確
か
な
自
己
有

用
感
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
教
科
横
断
的

な
視
点
を
持
っ
て
活
動
の
ゴ
ー

ル
を
見
据
え
る
こ
と
で
、
少
人

数
と
い
う
本
校
の
限
界
は
「
地

域
に
支
え
ら
れ
た
豊
か
な
学

び
」
と
い
う
強
み
に
転
換
で
き

ま
し
た
。

こ
の
潮
風
香
る
教
室
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
新
聞
と
い
う
「
社

会
を
映
す
鏡
」
を
手
に
、
未
来

を
切
り
拓
く
資
質
・
能
力
を
育

む
挑
戦
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

日
本
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会
第
22
回
愛

知
大
会
が
9
月
27
日
、
名
古
屋

市
名
東
区
の
愛
知
東
邦
大
で
開

か
れ
た
。
在
住
外
国
人
数
が
多

く
、
日
本
語
教
育
が
必
要
な
児

童
生
徒
数
が
全
国
最
多
の
愛
知

県
で
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

子
供
向
け
に
行
っ
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活

動
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

中
日
新
聞
Ｎ
Ｉ
Ｅ
事
務
局
の

岩
下
理
花
さ
ん
は
、
外
国
に
ル

ー
ツ
の
あ
る
子
供
向
け
に
、
県

内
3
市
で
行
う
新
聞
切
り
抜
き

作
品
づ
く
り
に
つ
い
て
発
表
し

た
。「
花
」「
宇
宙
」
な
ど
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
集
め
た
記
事
を

模
造
紙
に
貼
っ
て
感
想
を
書

き
、
見
出
し
を
付
け
て
仕
上
げ

る
。
記
事
の
選
定
や
切
り
抜
き

は
大
人
が
担
当
す
る
。

安
城
市
の
小
学
校
で
は
２
０

１
８
年
か
ら
、
外
国
ル
ー
ツ
の

子
供
た
ち
を
対
象
に
教
員
が
行

う
切
り
抜
き
作
品
づ
く
り
の
授

業
を
支
援
し
て
い
る
。
読
み
書

き
が
上
手
で
な
い
子
供
た
ち
は

コ
メ
ン
ト
を
記
す
の
も
大
変
。

そ
れ
で
も
地
元
グ
ル
メ
に
関
す

る
新
聞
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

秀
賞
に
入
っ
た
と
い
う
。
岩
下

さ
ん
は
「
大
人
の
支
援
を
得
て

書
き
言
葉
を
読
む
こ
と
は
、
学

習
言
語
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
手
応
え
を
語
る
。

知
立
市
で
は
同
事
務
局
が
21

年
5
月
か
ら
、
日
本
と
外
国
ル

ー
ツ
の
子
向
け
に
「
新
聞
寺
子

屋
」
を
企
画
し
た
。
学
童
保
育

の
場
で
昨
年
9
月
ま
で
に
36
回

開
い
て
計
50
人
が
参
加
。
学
生

や
小
中
学
校
教
員
ら
の
支
援
で

切
り
抜
き
新
聞
を
作
る
。
新
聞

に
は
豊
富
な
写
真
も
あ
り
、
支

援
者
が
漢
字
の
読
み
や
意
味
を

説
明
。
子
供
た
ち
は
自
分
の
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
楽
し
め
る
。

岩
下
さ
ん
は
「
勉
強
よ
り
交
流

と
い
う
意
識
。
も
っ
と
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
て
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
新
し
い

ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
し
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の

大
切
さ
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
レ
イ
の
ブ
ロ
グ
」
を
開
発
し

た
慶
応
大
4
年
の
今
井
善
太
郎

さ
ん
が
登
壇
。
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
い
、
ア
ニ
メ
や
謎

解
き
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら

「
児
童
生
徒
に
情
報
の
検
証
や

批
判
的
思
考
を
学
ん
で
も
ら
え

る
。
ゲ
ー
ム
な
ら
ど
ん
な
国
籍

の
子
も
楽
し
ん
で
学
べ
る
」
と

普
及
に
期
待
を
寄
せ
た
。ま
た
、

闇
バ
イ
ト
の
危
険
性
を
学
ぶ

「
レ
イ
の
失
踪
」
を
制
作
し
た

こ
と
も
紹
介
し
た
。

一
方
、
ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス

メ
デ
ィ
ア
研
究
所
の
長
沢
江
美

研
究
員
は
「
プ
ロ
が
お
金
を
か

け
て
発
信
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

と
、
誰
で
も
発
信
で
き
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
子
供
た
ち

は
同
様
に
見
て
い
る
」
と
問
題

視
し
、
違
い
を
伝
え
る
重
要
性

を
訴
え
た
。
ま
た
、
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
の
仕
組
み
で
似
た
よ
う
な

意
見
ば
か
り
集
ま
る
フ
ィ
ル
タ

ー
バ
ブ
ル
を
破
る
た
め
に
は

「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
作
ら
れ
て

い
な
い
新
聞
や
本
に
触
れ
る
こ

と
が
大
事
」
と
指
摘
し
た
。

「
午
後
の
朝
刊
」  

広
が
る
世
界
／
毎
週
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
配
布

愛
知
で
第
22
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会

「
新
聞
切
り
抜
き
」を
報
告

礼
文
町
立
礼
文
小
教
諭

加
藤  

育
海

2026 年（令和 8年）3 月 31 日
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第
10
回
大
学
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
考

え
る
会
（
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進

協
議
会
主
催
）
が
2
月
24
日
、

札
幌
市
中
央
区
の
北
海
道
新
聞

社
で
開
か
れ
た
＝
写
真
＝
。
北

星
学
園
大
の
阪
井
宏
教
授
が
座

長
を
務
め
る
同
会
で
は
２
０
１

６
年
か
ら
、
道
内
の
大
学
教
員

や
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
が
大
学
で

の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
て
お
り
、
こ
の
日
は

2
人
が
話
題
提
供
し
た
。

札
幌
大
の
兼
間
昌
智
講
師
は

新
聞
の
社
説
を
使
っ
た
リ
ポ
ー

ト
作
成
授
業
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
学
生
た
ち
は
、
大
学
図
書

館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
い
興

味
を
持
っ
た
社
説
を
要
約
。
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
回
答
も
一

部
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
に

対
す
る
意
見
文
を
作
成
し
た
。

授
業
後
、
学
生
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
新
聞
を
使
っ
て

意
見
文
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て

9
割
以
上
の
学
生
が
「
有
効
で

あ
っ
た
」
と
答
え
た
。
兼
間
講

師
は
「
批
判
的
思
考
に
基
づ
い

て
解
決
策
を
考
え
る
こ
と
は
、

リ
ポ
ー
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
」
と
話
し
た
。

北
翔
短
大
の
菊
地
達
夫
教
授

は
、
学
校
図
書
館
の
司
書
教
諭

課
程
の
学
生
向
け
に
行
っ
た
実

践
を
報
告
。
絵
本
「
お
ば
け
の

マ
ー
ル
」
シ
リ
ー
ズ
を
紹
介
し

た
記
事
を
通
じ
て
、
物
語
に
登

場
し
た
札
幌
な
ど
の
施
設
を
調

べ
る
授
業
を
行
っ
た
。
記
事
の

ほ
か
絵
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
複
数
の
情
報
に
触
れ
る
こ
と

で
、
学
生
た
ち
は
媒
体
に
よ
り

伝
え
方
や
内
容
が
異
な
る
こ
と

を
実
感
し
た
と
振
り
返
っ
た
。

会
場
か
ら
は
「
Ａ
Ｉ
の
活
用

に
よ
り
リ
ポ
ー
ト
の
質
は
上
が

っ
た
が
、
考
え
抜
く
こ
と
の
喜

び
を
学
生
は
感
じ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ

て
い
た
。

高
等
学
校
で
金
融
経
済
教
育

の
必
修
化
が
始
ま
っ
て
４
年
が

た
ち
、
生
徒
が
関
心
を
も
つ
よ

う
な
授
業
に
向
け
た
様
々
な
ツ

ー
ル
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
株
式
学
習
ゲ
ー

ム
」。
数
人
単
位
で
生
徒
が
チ

ー
ム
を
組
み
、
仮
想
所
持
金
を

も
ち
、
議
論
し
な
が
ら
東
京
証

券
取
引
所
の
上
場
銘
柄
を
ウ
ェ

ブ
上
で
模
擬
売
買
を
す
る
も
の

だ
。
こ
れ
を
２
年
生
の
家
庭
基

礎
の
授
業
に
使
っ
て
い
る
の
が

札
幌
南
高
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
主
幹
教
諭
の
志
田
淳
哉

さ
ん
が
、
授
業
を
受
け
た
生
徒

に
感
想
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
負

け
て
失
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
し
て
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
好
意
的
な
意
見

が
い
く
つ
も
上
が
っ
た
。

一
方
で
「
実
感
が
伴
わ
ず
、

ど
う
し
て
も
勘
で
買
っ
て
し
ま

う
」
な
ど
の
課
題
を
口
に
す
る

生
徒
も
い
た
と
い
う
。
生
徒
の

皆
さ
ん
が
議
論
す
る
中
で
、
解

決
策
と
し
て
上
が
っ
た
一
つ
は

「
学
校
以
外
か
ら
専
門
家
の
講

演
を
受
け
て
実
際
の
知
識
を
得

な
が
ら
ゲ
ー
ム
に
臨
む
の
が
い

い
」
だ
っ
た
。

金
融
経
済
教
育
で
学
ぶ
べ
き

な
の
は
、
も
ち
ろ
ん
投
資
ノ
ウ

ハ
ウ
で
は
な
く
、
金
融
商
品
の

特
性
や
損
を
し
た
場
合
の
リ
ス

ク
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
な
ど
の
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
だ
。
た
だ
、
そ

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
外
部
の

専
門
家
と
接
す
る
こ
と
で
生
徒

の
関
心
が
広
が
り
深
ま
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
え

る
。
講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
る

北
洋
銀
行
で
は
、
出
前
授
業
を

導
入
し
た
学
校
が
翌
年
度
以
降

も
希
望
す
る
「
リ
ピ
ー
タ
ー
」

が
目
立
つ
と
い
う
。

授
業
へ
の
講
師
派
遣
は
２
０

２
４
年
に
発
足
し
た
金
融
経
済

教
育
推
進
機
構
（
Ｊ-

Ｆ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
）
が
知
ら
れ
る
。
学
校
側
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
一
定
の

中
立
性
を
満
た
す
「
認
定
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
の
資
格
を
得
た
講

師
が
所
定
の
教
材
を
使
用
し
て

実
施
す
る
。
Ｊ-
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
と

連
携
し
て
道
内
の
学
校
に
講
師

派
遣
を
行
っ
て
い
る
北
海
道
金

融
広
報
委
員
会
に
よ
る
と
、
高

校
へ
の
派
遣
実
績
は
Ｊ-

Ｆ
Ｌ

Ｅ
Ｃ
が
発
足
し
た
24
年
度
に
は

前
年
度
の
２
倍
以
上
の
18
校
に

増
え
、
25
年
度
も
今
年
1
月
時

点
で
ほ
ぼ
同
水
準
だ
と
い
う
。

現
場
に
近
い
金
融
機
関
の
人

材
を
派
遣
す
る
取
り
組
み
も
広

が
っ
て
い
る
。
Ｊ-

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ

の
講
師
は
特
定
の
金
融
機
関
に

所
属
し
な
い
人
が
認
定
対
象
。

道
内
に
必
ず
し
も
多
く
な
く
、

道
内
全
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　実践奮闘記を寄せていただ
いた加藤育海教諭には 2022
年 9 月、礼文小での宗谷地区
セミナーで授業を公開をして
いただいた。複式学級の 3、
4 年生 11 人が、楽しい学校
生活を送るには何が大切かを
考える道徳の授業を見学予定
だったが、台風の余波でフェ
リーは欠航。稚内からオンラ
インで視聴した。そんなこと
を思い返しながら「時化で欠
航すれば翌日、翌々日までお
預け」という一説を読み、新
聞が届くのを楽しみに待って
くれている人たちに改めて感
謝したい気持ちになった。

に
は
ま
だ
限
界
が
あ
る
。

25
年
5
月
に
北
海
道
金
融
広

報
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て

道
内
の
金
融
機
関
が
連
携
し
て

北
海
道
金
融
経
済
教
育
推
進
協

議
会
が
立
ち
上
が
り
、
各
金
融

機
関
の
従
業
員
を
養
成
し
て
講

師
と
し
て
派
遣
す
る
窓
口
と
な

る
。
事
務
局
に
よ
る
と
教
材
は

Ｊ-

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
の
標
準
講
義
資

料
を
使
い
、
中
立
公
正
な
講
義

を
行
う
と
い
う
。

金
融
取
引
や
資
産
運
用
の
現

場
を
知
る
講
師
に
よ
る
授
業
の

ニ
ー
ズ
と
そ
れ
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
動
き
は
今
後
も
広
が
っ
て

い
く
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
新
聞
報
道
に
携
わ
る

立
場
と
し
て
は
、
金
融
の
正
し

い
情
報
を
で
き
る
だ
け
わ
か
り

や
す
く
紙
面
で
伝
え
、
教
育
の

現
場
が
金
融
の
現
場
に
記
事
を

通
じ
て
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
よ
り
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

発
言
で
日
経
平
均
株
価
が
上
昇

し
た
り
、
高
市
早
苗
首
相
の
発

言
で
長
期
金
利
が
上
が
っ
た
り

す
る
新
聞
報
道
で
、
生
徒
が
株

価
や
金
利
が
上
下
す
る
理
由
に

興
味
を
抱
く
き
っ
か
け
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。

資
産
形
成
を
巡
る
金
融
商
品

の
種
類
と
長
短
所
、
経
済
活
動

と
の
関
係
性
、
ロ
ー
ン
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
使
う
場
合
の
留
意

点
、
金
融
詐
欺
な
ど
ト
ラ
ブ
ル

の
実
態
に
つ
い
て
、
正
確
で
具

体
的
な
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
る

記
事
が
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高

め
る
「
ツ
ー
ル
」
に
な
れ
ば
新

聞
の
存
在
意
義
も
高
ま
る
。
そ

ん
な
記
事
を
増
や
せ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

編集後記

現場に近い金融機関の人材を出前授業に派遣す
る取り組みも広がっている

日
本
経
済
新
聞
社
札
幌
支
社
編
集
部
長

四
方

弘
志

高校生の金融リテラシー 現
場
に
近
い
情
報
の
提
供
に
寄
与

社
説
や
絵
本
を
活
用

大
学
で
の
実
践
紹
介

札
幌
で
教
員
ら
交
流

2026 年（令和 8年）3 月 31 日
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